
目医発第750号（保156）

平成24年10月26日

都道府県医師会長　殿

日本医師会長
　　横　倉　義　武

使用薬剤の薬価（薬価基準）等の一部改正について

　平成24年10月1目付厚生労働省告示第542号をもって薬価基準の一部が改

正され、告示の目から適用されました。

　今回の改正は、製薬企業による医薬品の製造販売承認の承継に伴い、新名称

の医薬品「㊨塩酸ベニジピン錠2「N　P」」が薬価基準の別表に収載されたもの

であります。

　また、同日付厚生労働省告示第543号で、「㊨塩酸ベニジピン錠2NT」等、

旧名称の医薬品7品目とその他の医薬品10品目（企業の合併に伴い1つの製薬

企業が同様の医薬品を重複して抱えることになったために薬価基準から削除さ

れる医薬品）の計17品目が掲示事項等告示の別表に収載され、経過措置品目（使

用期限：平成25年3月31目限り）となっております。

　つきましては、以上の改正内容に関して、貴会会員に周知くださるようお願

い申し上げます。

　なお、本件につきましては、日本医師会雑誌12月号に掲載を予定しておりま

す。

（添付資料）

1．官報（平24．10．1第5896号抜粋）
2．使用薬剤の薬価（薬価基準）等の一部改正について

　　（平24．10．1厚生労働省保険局医療課事務連絡）
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ﾐ

府
ﾐ
〕
ﾐ

沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
ﾐ

正
す
る
内
閣
府
令
（
内
閣
府
六
九
）
ﾐ

省
ﾐ
〕
ﾐ

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
ﾐ

る
省
令
（
総
務
八
九
）
ﾐ

不
動
産
登
記
規
則
の
．
部
を
改
正
す
る
省
ﾐ

令
（
法
務
－
．
一
八
）
ﾐ

国
税
局
課
税
部
等
の
統
括
国
税
調
査
官
等
ﾐ

の
所
掌
に
属
す
る
事
務
の
範
囲
を
定
め
る
ﾐ

省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
ﾐ

（
財
務
六
〇
）
ﾐ

財
務
省
組
織
規
則
の
．
部
を
改
正
す
る
省
ﾐ

令
（
同
六
一
）
ﾐ

砂
糖
及
び
で
ん
粉
の
価
格
調
整
に
関
す
る
ﾐ

法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
ﾐ

〔
農
林
水
産
五
四
）
ﾐ

中
小
企
業
信
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
ﾐ

を
改
正
す
る
省
令
（
経
済
産
業
七
四
）
ﾐ

十
地
収
用
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
ﾐ

る
省
令
（
国
土
交
通
八
O
）
ﾐ

一ﾐﾐﾐﾐ

ﾐ

建
設
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
ﾐ

省
令
（
同
八
一
）
ﾐ

建
築
基
準
法
施
行
規
則
の
．
部
を
改
正
す
ﾐ

る
省
令
（
同
八
二
）
ﾐ

規
ﾐ

ﾐ

労
働
委
員
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
ﾐ

則
（
中
央
労
働
委
一
）
ﾐ

告
ﾐ
〕
ﾐ

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
に
規
定
す
る
定
ﾐ

義
に
関
す
る
内
閣
府
令
第
卜
条
第
．
填
た
ﾐ

だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
格
機
関
投
ﾐ

資
家
に
該
当
す
る
者
を
指
定
す
る
件
の
一
ﾐ

部
を
改
正
す
る
件
（
金
融
庁
六
八
）
ﾐ

保
険
業
法
第
二
百
九
条
第
二
号
の
規
定
に
ﾐ

よ
る
届
出
に
関
す
る
件
（
同
六
九
、
七
〇
）
ﾐ

消
費
者
安
全
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
ﾐ

定
に
基
づ
き
、
消
費
者
庁
長
官
に
委
任
さ
ﾐ

れ
た
同
法
第
二
卜
一
一
条
第
．
項
の
規
定
に
ﾐ

よ
る
権
限
に
属
す
る
事
務
を
都
道
府
県
知
ﾐ

事
又
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
置
く
市
町
ﾐ

村
の
長
が
行
う
こ
と
と
す
る
件
の
、
部
を
ﾐ

改
正
す
る
件
（
消
費
者
庁
六
）
ﾐ

登
録
認
定
機
関
の
登
録
に
関
す
る
件
ﾐ

（
総
務
三
五
二
）
ﾐ

技
術
基
準
適
合
認
定
及
び
設
計
に
つ
い
て
ﾐ

の
認
証
を
受
け
た
端
末
機
器
に
表
示
す
る
ﾐ

文
字
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
ﾐ

（
同
三
五
三
）
ﾐ

公
証
人
法
第
ヒ
条
乙
、
第
．
項
の
規
定
に
ﾐ

よ
る
指
定
の
件
（
法
務
四
、
二
）
ﾐ

ﾐﾐﾐﾐﾐ

ﾐ

出
人
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
、
ﾐ

の
．
あ
表
の
技
能
実
習
の
項
の
ド
欄
に
規
ﾐ

定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る
省
令
第
、
ﾐ

条
第
．
号
ト
の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習
を
ﾐ

監
理
す
る
団
体
及
び
出
入
国
管
理
及
び
難
ﾐ

民
謡
定
法
第
七
条
策
．
項
第
．
、
号
の
基
準
ﾐ

を
定
め
る
省
令
の
表
の
法
別
表
第
．
の
」
一
ﾐ

の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
ド
欄
第
．
号
ロ
ﾐ

に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
ﾐ

の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習
を
定
め
る
件
の
ﾐ

．
部
を
改
正
す
る
件
（
同
四
一
．
．
一
）
ﾐ

千
九
百
七
長
年
六
月
十
九
目
に
ワ
シ
ン
ト
ﾐ

ン
で
作
成
さ
れ
た
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
ﾐ

く
規
則
の
特
許
協
力
同
盟
の
決
定
に
関
す
ﾐ

る
通
告
の
撤
回
に
関
す
る
件
ﾐ

〔
外
務
三
、
．
δ
）
ﾐ

漁
業
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
南
ア
フ
リ
ﾐ

カ
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
終
了
に
ﾐ

関
す
る
件
（
同
一
、
一
．
一
一
．
）
ﾐ

放
射
性
同
位
．
兀
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
ﾐ

の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
登
ﾐ

録
資
格
講
習
機
関
に
係
る
登
録
事
項
を
変
ﾐ

．
更
す
る
件
（
文
部
科
学
一
五
九
）
ﾐ

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
ﾐ

施
行
規
則
第
一
．
十
条
の
、
一
の
三
第
一
．
項
第
ﾐ

．
一
号
及
び
同
条
第
三
項
第
一
．
号
に
規
定
す
ﾐ

る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
の
一
部
ﾐ

を
改
正
す
る
件
（
厚
生
労
働
五
四
〇
）
ﾐ

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
ﾐ

の
規
定
に
よ
る
在
宅
就
業
支
援
団
体
の
代
ﾐ

表
者
の
氏
名
を
変
更
し
た
焦
同
五
四
、
）
ﾐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
皿
P
ﾐ

使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基
準
）
〇
一
白
ﾐ

を
改
正
す
る
件
（
同
五
四
一
、
）
ﾐ

療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
墓
ﾐ

準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
ﾐ

示
事
項
等
の
、
部
を
改
正
す
る
件
ﾐ

〔
同
五
四
、
、
一
）
ﾐ

○
卸
売
業
者
の
合
併
に
つ
い
て
認
可
し
た
件
ﾐ

O
商
・
叩
先
物
取
引
法
第
百
五
十
六
条
第
二
項
ﾐ

　
の
規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
東
京
工
業
ﾐ

　
・
…
取
引
所
か
ら
ト
場
商
品
の
範
囲
の
変
更
ﾐ

　
に
係
る
業
務
規
程
の
変
更
の
認
可
の
申
請
ﾐ

　
書
の
提
出
が
あ
っ
た
件
ﾐ

　
（
農
林
水
産
●
経
済
産
業
＝
、
）
ﾐ

O
自
転
車
競
技
法
第
』
．
十
九
条
第
一
、
項
に
お
ﾐ

　
い
て
準
用
す
る
第
一
、
十
八
条
第
一
項
の
規
ﾐ

　
定
に
基
づ
き
競
技
実
施
法
人
の
指
定
を
更
ﾐ

　
新
し
た
件
（
経
済
産
業
一
一
一
』
一
、
）
ﾐ

O
土
地
収
用
法
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
ﾐ

　
が
定
め
る
方
法
に
よ
る
書
留
郵
便
を
定
め
ﾐ

O
規
制
が
適
用
さ
れ
る
時
間
並
び
に
航
空
交
ﾐ

　
通
情
報
の
提
供
に
関
す
る
業
務
を
行
う
機
ﾐ

　
関
を
定
め
る
件
（
同
一
〇
六
一
一
．
）
ﾐ

O
空
港
事
務
所
又
は
空
港
出
張
所
に
お
い
て
ﾐ

　
飛
行
計
画
の
通
報
等
に
関
す
る
事
務
を
行
ﾐ

　
う
時
間
を
定
め
る
告
示
の
、
部
を
改
正
す
ﾐ

　
る
件
〔
同
ス
）
六
四
）
ﾐ

O
航
空
情
報
を
提
供
す
る
場
所
を
定
め
る
告
ﾐ

　
示
の
．
部
を
改
正
す
る
性
同
．
〇
六
五
）
ﾐ

O
道
路
に
関
す
る
件
ﾐ

　
（
関
東
地
方
整
備
局
一
一
．
五
、
）
ﾐ

O
道
路
に
関
す
る
件
ﾐ

　
〔
近
畿
地
方
整
備
局
一
八
八
～
一
九
二
）
ﾐ

O
浄
化
槽
の
型
式
の
認
定
を
更
新
し
た
件
ﾐ

O
道
路
に
関
す
る
供
同
一
二
四
、
　
一
一
、
五
）
ﾐ

O
浄
化
槽
の
型
式
の
認
定
を
更
新
し
た
件
ﾐ

　
（
九
州
地
方
整
備
局
一
四
一
一
．
）
ﾐ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
ﾐ

　
〔
農
林
水
産
．
．
、
二
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
六
ﾐ

　
る
件
（
国
土
交
通
一
〇
六
一
、
）
　
　
　
　
　
　
七
ﾐ

　
〔
中
国
地
方
整
備
局
一
二
一
一
、
）
　
　
　
　
　
　
ハ
ﾐ

ﾐ ﾐ



第5896号報官5　　平成24年10月1目　月曜日
二

一一

e
四　
　
平
成
一
、

基
づ
き
、
．
、

　
　
平
成
一
．

第
百
劣
叢

　
　
　
　
　
「

H
口
・
」
O
法
務
省
告
示
第
四
百
十
二
号

条
ノ
一
、
．

　
こ
の
生
口
、
不
は
、

　
平
成
．
．
卜
四
年
十
月

　
　
名
古
屋
法
務
局
所
属

　
　
名
古
屋
法
務
局
所
属

　
　
広
島
法
務
局
所
属

O
法
務
省
告
示
第
四
百
十
三
号

の
基
準
を
定
め
る
省
金
平
成
一

の
表
の
法
別
表
第

に
基
づ
き
、
平
成

第
一
．
｝
亘
、
一
．
　
、

　
平
成
」
一
十
四
年
十
月

　
第
一
、
『

　
第
一
、
、

「
機
械
加
工
」

O
文
部
科
学
省
告
示
第
百
五
十
九
号
関
す
る
規
則
（
　
　
平
成
一
、
卜
四
年
十
月
一

第
百
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
、

同
法
第
四
十
五
条
の
一
．
第
四
号
及
ぴ
登
録
認
証
機
関
等
に
　
　
　
　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
　
　
第
四
十
次
に
掲
げ
る
登
録
資
格
講
　
　
　
平
野
　
博
文

適
合
認
定
の
業
務
の
開
始
の
口
四
年
長
月
一
目

氏
名
又
は
名
称

住
　
　
　
所

変
更
す
る
事
項

変
更
す
る
年
月
日

第
三
百
五
十
三
号
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
規
則
〔
平
成
卜
六
年
総
務
省
令
第
十
五
号
）
様
式
第
七
・
ゲ
の
規
定
に
レ
六
年
総
務
省
告
示
第
九
十
四
号
（
技
術
基
準
適
合
認
定
及
び
設
刮
に
つ
い
で
、
の
認
証
を
受
け
た
端
末
る
文
字
を
定
め
る
件
）
の
．
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
四
年
長
月
一
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
大
臣
　
川
端

達
夫

公
益
財
団
法
人
原
子
力
安
全
技
術
セ
ン
タ
ー

東
京
都
文
京
区
白
山
五
丁
目
、
番
コ
．
の
．
〇
一
号

　
　
　
4
　
　
　
力
丁
目
九
番

平
成
↓
、
十
四
年
十
月
．
口

恥
株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
コ
！
ホ
レ
ィ
シ
ョ
ン

0
0
8

一
κ
・
ゲ
」
と
す
る
こ
と

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
　
コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ
ン

0
0
8 O
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
四
十
号

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
蜆
則
〔
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
．
、
一
十
八
号
）

第
二
卜
条
の
「
の

テ
ユ
フ
ズ
ー
ド
オ
一
夕
マ
株
式
会
社

0
1
0三
第
二
項
第
、
一
号
及
び
同
条
第
、
．
．
項
第
一
．
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
筈
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

め
る
、
第
四
百
十
二
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
外
務
省
告
示
第
三
百
三
十
号

八
介
厚
生
労
働
省
告
示
第
一
．
一
百
八
卜
．
π
ゲ
）
　
　
平
成
一
．
卜
四
年
十
月
一
　
第
二
条
の
表
に
次
の
よ
り
に
加
え
る
．

第
、
、
十
条
の
．
一
の
三
第
．
一
項
第
、
、
号
及
ぴ
同
条
第
．
．
一
項
第
一
．
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
〔
平
成
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

明
治
四
十
一
年
法
律
策
五
十
．
二
号
）
第
七
　
　
千
九
百
七
長
年
六
月
十
九
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
作
成
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
」
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に
　
れ
た
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
規
則
第
住
＠
㈹
及
び
㈲
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
2

社
会
福
祉
法
人
南
高
愛
隣
会

長
崎
県
雲
仙
市
瑞
穂
町
占
部
甲
．
五
ヒ
．
一
蕃
地

γ
成
一
．
卜
四
年
レ
月
一
日
か
ら
平
成
一
．
卜
七
年
九
月
一
一
．
長
日
ま
で

〔
棚
修

第
1
・
ゲ
職
場
適
応
援
助
者
　
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）
養
成

　
告
示
の
目
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。
　
　
　
㎝
、
蹴
ω
㈱
及
び
⑥
、
並
び
に
蹴
の
燦
定
は
、
年
十
月
、
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
卜
月
五
口
に
、
特
許
協
力
同
盟
の
総
会
の
決
定
に
よ
り

平
成
十
七

第
一
一
．
条
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
法
務
大
距
　
滝
　
　
　
実
　
　
修
正
さ
れ
、
特
許
庁
は
、
同
規
則
第
肛
囲
及
び
㈲
に
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
務
局
所
属
　
　
　
　
　
　
　
大
西
　
平
素
　
す
る
通
告
を
平
成
卜
八
年
、
・
一
月
十
三
口
付
け
で
囚
際
事
務
務
局
所
属
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
世
志
也
　
局
に
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
特
許
庁
は
、

同
通
告
を
撤
回

社
会
福
祉
法
人
南
高
愛
隣
会

長
崎
県
雲
仙
市
瑞
穂
町
占
部
甲
、
五
七
．
一
番
地

平
成
一
、
卜
四
年
長
月
一
H
か
ら
平
成
一
．
卜
七
年
九
月
一
一
．
1
日
柔
で

〔
研
修

第
2
号
職
場
適
応
援
助
者
　
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）
養
成

3
2
　
　
我
が
O
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
四
十
一
号
　
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
〔
定
に
よ
り
、
同
条
第
．
出
が
あ
っ
た
の
で
、
　
　
平
成
一
．
卜
四
年
十
月
一

昭
和
二
．
髭
五
年
法
律
第
百
．
一
十
．
、
・
ゲ
）

そ
の
代
表
者
の
氏
名
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
旨
の
屈
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣

第
七
十
四
条
の
＝
．
第
十
項
の
蜆
　
　
　
　
　
小
宮
山
洋
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
大
臣
げ
る
活
動
の
項
ド
欄
第
、
．
十
九
号
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
外
務
省
告
示
第
三
百
三
十
一
号
成
、
一
卜
二
年
六
月
一
．
十
四
日
法
務
省
仏
示
　
　
昭
和
五
十
二
年
レ
一
、
月
六
口
に
プ
レ
ト
リ
ア
で
署
名
さ

玄
葉
光
一
郎

在
宅
就
業
支
援
団
体
の
名
称

変
更
前
の
代
表
者
の
氏
名

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

変
、
史
年
月
日

η
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
　
　
れ
、
昭
和
κ
卜
四
年
レ
一
、
月
一
．
十
日
付
け
の
交
換
公
文
に
年
十
月
、
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
有
効
期
間
が
延
長
さ
れ
た
一
漁
業
に
関
す
る
日
本
国
　
　
　
　
法
務
大
臣
　
滝
　
　
　
実
　
　
政
府
と
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
」

は
、

社
会
福
祉
法
人
東
京
コ
ロ
ニ
ー

勝
又
　
和
夫

中
村
　
敏
彦

平
成
二
卜
四
年
六
月
、
日

表
関
ケ
原
ミ
カ
ゲ
工
業
株
式
会
社
及
び
関
　
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
政
府
か
ら
同
協
定
を
終
ゴ
さ
せ
る
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
の
通
告
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
L
業
株
式
会
社
の
項
を
削
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
H
に
終
了
し
た
．
表
関
ケ
原
イ
ー
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
項
中
　
　
平
成
．
一
十
四
年
卜
月
．
日
を
「
機
械
加
工
、
石
材
施
工
」
に
改
め
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
大
臣
平
成
卜
五
年
一
月
．
二
　
　
玄
葉
光
皿
郎

O厚生
労
働
省
告
示
第
五
百
四
十
二
号
基
準
×
　
平
成
一
、
十
四
年
十
月
一

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
〔
平
成
ニ
レ
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
兀
号
）
　
　
　
ザ
成
一
、
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
・
ゲ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
、
、

厚
生
労
働
大
臣

の
規
定
に
基
づ
き
、
使
用
薬
剤
の
薬
価
薬
　
　
　
　
　
　
　
　
小
宮
山
洋
子



6第5896号
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報官

　　　　　別
　　　　　表

　　　　　に
　　　　　第
晋コ　　　14
　　　　　部
　　　　　と

　　　　　し

　　　　　て
　　　　　次

　　　　　の
　　　　　よ

　　　ヨ1之
　　　一に
　　冴余加
　　　富え
　　　　　る

命

　
　
　
　
〔
渉
）

叢
薄
λ
い
▽
ぼ
．
V
、
薫
N
「
2
℃
」

卦
君
λ
い
機
『
v
黙
お
「
2
℃
」

鼓
羅
λ
“
胞
ぼ
V
需
㏄
「
Z
勺
」

　
　
　
　
（
π
）

u
刈
H
鳩
ぼ
Y
C
肉
離
一
〇
晃
「
Z
勺
一

い
殴
B
杷
、
ぼ
，
Y
（
二
｛
蕪
き
晃
「
Z
一
、
」

b
刈
H
穐
ぼ
Y
（
発
黒
き
目
亙
Z
℃
」

　
　
　
　
（
q
）

比
隣
卿
Y
目
黒
9
詰
「
Z
て
」

宙

…

書
　
　
　
　
毒

　
　
　
溢

　
海
　
　
喪
　
　
云
　
　
禽

に
ヨ
召
灘

“
ヨ
巴
灘

咲
ヨ
讐
潮

目
〇
ヨ
召
蕪

N
O
三
巴
黙

・
5
晃
一
無

渓
　
　
雀

　
ヨ一

一
“
■
切
O

匿
己
O

〔
5
・
ω
〔
）

P
き

嵩
レ
O

〔
出
b
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
O
コ
西
目
　
　
　
　
　
　
　
伊
O
O

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
四
十
三
号

　
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
〔
昭
和
二
、
ト
一
．
年
厚
生
省
令
第
卜
五
号
）
第
十
九
条
第
、
項
本
文
及
ぴ

保
険
薬
局
及
び
保
険
薬
剤
師
療
養
担
当
規
則
〔
昭
和
＝
．
ト
一
．
年
厚
生
省
貸
第
一
六
・
ゲ
）
第
九
条
本
文
並
び
に
高
齢
者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
等
の
取
扱
い
及
び
担
当
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
五
一
八
年
厚

生
省
告
示
第
十
四
号
）
第
卜
九
条
第
一
項
本
文
及
び
第
」
．
、
卜
．
条
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
、
療
担
規
則
及
ぴ
薬
担
規
則

並
び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示
事
項
等
（
平
成
卜
八
年
厚
牛
労
働
省
告
、
小
第
百
七
号
）
の

、
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

　
　
平
成
一
．
十
四
年
1
月
一
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淳
生
労
働
大
臣
　
小
宮
山
洋
子

　
別
表
第
2
に
第
1
1
部
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
．

平成24年10月1日　月曜日

⑪㊤㊤⑫⑳　 ㊤e㊤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罰
ご
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Σ

　
　
　
匙

　
　
　
　
（
沖
）

卦
蒸
λ
い
覧
ぼ
．
V
．
黙
国
　
2
、
「

爵
羅
λ
い
兇
『
V
、
熟
む
　
Z
↓

摩
羅
λ
h
い
曳
ぼ
V
灘
o
o
　
Z
、
一
、

　
　
　
　
（
サ
）

廿
7
寸
．
ロ
V
黙
認
■
切

　
　
　
　
〔
臼
）

域
黛
乃
で
V
潔
9

比
母
川
㌣
V
稗
一
〇
〇

　
　
　
　
（
d
）

畑
．
市
電
奨
、
亡
・
マ
藪
賠
鋳
藩
一
実
「
」
∠
、
目
」

当
市
篭
殴
．
く
ぐ
養
鶏
厳
然
卜
。
提
「
Z
↓
」

串
串
廿
鈍
く
、
▽
婆
講
華
蕪
轟
髭
「
Z
、
｛
、
」

　
　
　
　
（
π
）

“
思
B
境
ぼ
V
O
加
熱
H
O
晃
「
Z
↓
一

い
刈
賢
覧
氏
Y
C
男
雛
き
日
笹
Z
、
一
、
」

B
く
ド
穐
何
．
V
O
犀
離
岩
農
「
Z
．
一
．
」

董

　　耐
　誼

喜

潤

（
ざ蘊

蓄

価

か
．
h

oo車・縛
目≡…i
鵬知四一 一一
潔黙黙

H
P
9
一
匹
潮

㎝
O
塁
一
溜

一
〇
〇
晃
一
蕪

一
≡
毘
蕪

悼
昊
一
黙

“
晃
一
黙

H
雪
色
黒

き
話
一
溜

お
昊
一
黙

豊

　
　
　
　
（
q
）

ぼ
㌣
口
角
Y
藩
訓

氏
黛
翔
V
国
導
9
コ
元
「
Z
、
［
．
』

　
　
　
　
（
》
）

乃
、
▽
斗
㌣
額
“
V
妾
薄
暑
黒
目
U
農
「

泊
、
マ
ヰ
，
や
刈
、
）
Y
卦
蒸
卦
黙
誤
長
「

　
　
　
　
（
き
）

マ
＞
畑
功
Y
ユ
聾
蝶
鷲
一
〇
〇
夷

2
、
一
、
」

2
，
一
．
」

加
目
篭
潔

㎝
O
轟
一
溜

一
目
巴
黙

b。

�
b
欝

一
〇
Q
ヨ
召
蕪

　
曲
　
　
　
　
ノ
　
ロ
示
　
　
一
　
　
一
　
　
　
　
口

　
中
央
卸
売
市
場
に
お
け
る
卸
売
業
務
の
許
可
に
つ
い
て
告
示
し
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、

和
四
十
六
年
法
律
第
．
．
｝
十
五
号
）
第
五
！
』
．
条
第
．
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
ず
る
，

　
　
平
成
一
．
卜
四
年
十
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣

変
．
史
後
の
卸
売
の
業
務
を
行
う
者
に
係
る
事
項

　
地
位
を
承
継
す
る
卸
売
業
者
の
名
称
　
　
宇
印
宇
都
宮
青
果
株
式
会
社

　
地
付
を
承
継
さ
れ
る
卸
売
業
者
の
名
称
　
東
、
栃
木
青
果
株
式
会
社

　
卸
売
の
業
務
を
行
う
市
場
　
　
　
　
　
　
宇
都
宮
市
中
央
卸
売
市
場

　
取
扱
品
目
の
部
類
　
　
　
　
　
　
　
　
青
果
部

　
合
併
の
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
．
｝
十
四
年
レ
月
、
日

変
更
前
の
卸
売
の
業
務
を
行
う
者
に
係
る
事
項

　
一
　
卸
売
の
業
務
を
行
う
者
の
名
称
　
宇
印
宇
都
宮
青
果
株
式
会
社

　
　
卸
売
の
業
務
を
行
う
市
場
　
　
　
　
宇
都
宮
市
中
央
卸
売
…
場

　
　
取
扱
品
［
の
部
類

　
　
許
可
の
年
月
日

　
　
　
卸
売
の
業
務
を
行
う
者
の
名
称

　
　
卸
売
の
業
務
を
行
う
市
場

　
　
取
扱
品
目
の
部
類

　
　
許
可
の
年
月
日

・
無
難
舘
告
示
第
三
号

　
商
品
先
物
取
引
法
（

九
・
ゲ
）
第
百
五
f
六
条
第
．

青
果
部

昭
和
κ
レ
年
六
月
二
卜
八
日

東
．
栃
本
青
果
株
式
会
社

宇
都
宮
市
中
央
卸
売
市
場

青
果
部

昭
和
κ
長
年
六
月
二
卜
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
卜
五
年
法
律
第
、
一
再
＝
．
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
株
式

会
社
東
京
工
業
品
取
引
所
か
ら
土
場
商
品
の
範
囲
の
変
更

に
係
る
業
務
規
程
の
変
更
の
認
可
の
申
請
書
の
提
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
払
第
三
百
互
一
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
．
下
す
る
。

　
平
成
．
．
卜
四
年
十
月
、
目

　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
郡
司
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
産
業
大
臣
　
伎
野
　
幸
男

　
　
商
品
市
場
を
開
設
す
る
者

　
　
株
式
会
社
東
京
一
業
品
取
引
所

、
一
上
場
商
品

　
　
農
産
物
・
砂
糖
〔
、
般
大
豆
、
小
．
旦
、
と
う
も
ろ
こ

　
し
及
び
粗
糖
を
い
う
、
）

三
　
公
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
由

　
　
商
品
先
物
取
引
法
第
百
五
一
六
条
第
二
項
の
規
定
に

　
基
づ
き
、
株
式
会
什
東
京
丁
薬
品
取
引
所
か
ら
農
産

　
物
．
砂
糖
を
ト
場
商
品
と
し
て
L
場
す
る
旨
の
業
務
現

　
程
の
変
更
の
認
可
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
た
め
．

卸
売
市
場
法
（

郡
司

彰

日召

O
経
済
産
業
省
告
示
第
一
一
百
二
十
三
号

　
自
転
車
競
技
法
〔
昭
和
｝
．
十
、
．
一
年
払
律
第
一
」
白
九
号
）

第
．
．
一
十
九
条
第
一
．
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
．
、
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
．
一
十
四
年
卜
月
、
日
付
け

で
同
項
に
規
定
ず
る
競
技
実
施
法
人
と
し
て
次
の
法
人
の

指
定
を
更
新
し
た
の
で
、
同
条
第
二
填
の
規
定
に
基
づ
き

公
示
す
る
、

　
平
成
．
一
十
四
年
一
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
産
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厚生労働省保険局医療課

使用薬剤の薬価（薬価基準）等の一部改正について

　使用薬剤の薬価（薬価基準）（平成20年厚生労働省告示第60号。以下「薬価基準」と
いう。）及び「療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲
示事項等」（平成18年厚生労働省告示第107号。以下「掲示事項等告示」という。）にっ．
いては、平成24年厚生労働省告示第542号及び第543号をもって改正されたところですが、
その概要は下記のとおりですめで、貴管下の保険医療機関、審査支払機関等に対して周
知徹底をお願いします。

記

1、薬価基準の一部改正について
（1）　製薬企業による医薬品の製造販売承認の承継に伴い、販売名の変更があった医
　　薬品（内用薬7品目）について、薬価基準の別表に収載したものであること。

（2）　（1）により薬価基準の別表に収載されている全医薬品の品目数は、次のとおりで
　あること。

区分 内　用　薬 注射薬 外用　薬 歯科用薬剤 計

品目数 　一X，135 3，908 2，477 27 15，547

2　掲示事項等告示の一部改正について
　（1）新たに薬価基準に収載された医薬品に代替される等のため、製薬企業から．削除
　　依頼があった医薬品（内用薬17品目）について、掲示事項等告示の別表第．2に収
　　載するものであること。

（2）　（1）により掲示事項等告示の別表第2に収載されている全医薬品の品目数は、
　次のとおりであること。

区分 内用薬 注射薬 外丹薬 歯科用薬剤 計

品目数 229 178 、55 1 463



（参考1）

薬価基準告示

N　o 薬価基準名 成分名 規格単位 薬’価（円）

1 内用薬 ㊨塩酸ベニ葦ピン錠2「NP」 ベニジピン塩酸塩 2mg1錠 13．50

2 、内用薬 ㊨塩酸ベニジピン錠4「NP」 ベニジピン塩酸塩 4mg1錠 22．60

3 内用薬 ㊨塩酸ベニジピン錠8「NP」 ベニジピン塩酸塩 8mg1錠 36．30

4 内用薬 ニフェジ．ピンC　R錠10m　g「N　P」 ニフェジピン 10mg1錠 9．80

5 内用薬 ニフェジピンCR錠20mg「NP」 ニフェジピン 20mg1錠 17．10

6 内用薬
ニフェジピンCR錠40mg「NP」　　ノ　　・

ニフェジピン 40mg1錠 31．90

7 内用薬 ビタミンE錠50mg「NP」 トコフェロール酢酸エステル 50mg1錠 5．60

ζ



（参考2）
掲示事項等告示

別表2（平成25年3月3f日まで）
N　o 薬価基準名 成分名一 規格単位 薬価（円）

1 内用薬 ㊨塩酸ベニジピン錠2　NT ベニジピン塩酸塩 2mg1錠 13．50

2 内用薬 ㊨塩酸ベニジピン錠4　画丁 ベニジピン塩酸塩 4mg1錠 22．60

3 内用薬 ㊨塩酸ベニジピン錠8　NT ベニジピン塩酸塩 8mg1錠 36．30

4 内用薬 カトプロン錠12．5 カプトプリル 12．5魚91錠 5．60

5 内用薬 ㊨　ゴクミシン錠50 ウルソデオキシコール酸 50mg1錠 6．00

6 内用薬 ㊨　ゴクミシン錠100 ウルソデオキシコール酸 100mg1錠 6．20

7 内用薬 ㊧テモカプリル塩酸塩錠1mgrNT」 テモカプリル塩酸塩 1mg1錠 22．10

8 内用薬 ㊨テモカプリル塩酸塩錠2m，g　rNT」 テモカプリル塩酸塩 2mg1錠 46．00

9 内用薬 ㊨テモカプリル塩酸塩錠4mg　rNT」 テモカプリル塩酸塩 4mg1錠 106．70

10 内用薬 ニフェジピンCR錠10mg「NT」 ニフェジピン 10mg1錠 9．80

11 内用薬 ニフェジピンCR錠20mg「NT」 ニフェジピン 20mg1錠 17．10

12 内用薬 ●ニフェジピンCR錠40mg「NT」 ニフェジヒ。ン ’　40mg1錠 31．90

13 内用薬 ㊨　ヒシロミン錠5 ニトレンジピン 5mg1錠中 8．60

14 内用薬 ビタミンE錠50mg「NT」 トコフェロール酢酸；スチル 50mg1錠 5．60

15 内用薬 ミルナシプラン塩酸塩錠1尋mg　rNT」 ミルナシプラン塩酸塩 15mg1錠 13．70

16 内用薬 ミルナシプラン塩酸塩錠25mg「NT」 ミルナシプラン塩酸塩 25mg1錠 24．20

17 内用薬 レバラミン腸溶錠100m　g 肝臓加水分解物 100mg1錠 5．60
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